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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公表番号】特表2014-526790(P2014-526790A)
【公表日】平成26年10月6日(2014.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2014-055
【出願番号】特願2014-531709(P2014-531709)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ   3/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   7/22     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｖ    3/04     ５００　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ２１１　
   Ｆ２１Ｖ    7/22     ３００　
   Ｆ２１Ｖ    7/22     ２５０　
   Ｆ２１Ｖ    3/04     ３００　
   Ｆ２１Ｙ  101:02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月11日(2015.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子と、
　前記発光素子の上に配置され、前記発光素子から放出された光によって励起された励起
光を放出する光励起部と、
を含み、
　前記光励起部は、黄色蛍光体、緑色蛍光体及び赤色蛍光体のうち少なくとも一つ以上を
有し、
　前記光励起部は前記発光素子の上を移動し、前記光励起部の移動に伴って前記光励起部
から放出される光の色温度が可変し、
　前記光励起部は、複数の板を含み、
　前記複数の板のそれぞれの厚さは、互いに異なる、照明装置。
【請求項２】
　前記複数の板のそれぞれは、複数の孔を有し、
　前記複数の板のそれぞれに含まれた前記孔の個数は、互いに異なる、請求項１に記載の
照明装置。
【請求項３】
　前記複数の板は、前記光励起部の移動に伴って前記発光素子の上に配置され、
　前記複数の板は、前記黄色蛍光体、前記緑色蛍光体及び前記赤色蛍光体のうち少なくと
も一つ以上を含み、
　前記複数の板のそれぞれに含まれた前記黄色蛍光体、前記緑色蛍光体及び前記赤色蛍光
体の含量比は、前記複数の板ごとに互いに異なる、請求項１または２に記載の照明装置。
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【請求項４】
　前記発光素子は、青色発光素子であり、
　前記複数の板は、第１ないし第４板を含み、
　前記第１板は、前記黄色蛍光体を有し、
　前記第２板は、前記黄色蛍光体と前記緑色蛍光体とを有し、
　前記第３板は、前記黄色蛍光体と前記赤色蛍光体とを有し、
　前記第４板は、前記黄色蛍光体、前記緑色蛍光体及び前記赤色蛍光体を有する、請求項
３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記発光素子は、青色発光素子と前記青色発光素子を覆って前記黄色蛍光体を有するモ
ールディング部とを含み、
　前記複数の板は、第１ないし第４板を含み、
　前記第１板は、前記緑色蛍光体を有し、
　前記第２板は、前記赤色蛍光体を有し、
　前記第３板は、前記緑色蛍光体と前記赤色蛍光体を有し、
　前記第４板は、前記緑色蛍光体と前記赤色蛍光体を有し、
　前記第３板に含まれた前記緑色蛍光体と前記赤色蛍光体の含量比は、前記第４板に含ま
れた前記緑色蛍光体と前記赤色蛍光体の含量比と互いに異なる、請求項３に記載の照明装
置。
【請求項６】
　前記発光素子は、青色発光素子と前記青色発光素子を覆って前記緑色蛍光体を有するモ
ールディング部とを含み、
　前記複数の板は、第１ないし第４板を含み、
　前記第１板は、前記黄色蛍光体を有し、
　前記第２板は、前記赤色蛍光体を有し、
　前記第３板は、前記黄色蛍光体と前記赤色蛍光体を有し、
　前記第４板は、前記黄色蛍光体と前記赤色蛍光体を有し、
　前記第３板に含まれた前記黄色蛍光体と前記赤色蛍光体の含量比は、前記第４板に含ま
れた前記黄色蛍光体と前記赤色蛍光体の含量比と互いに異なる、請求項３に記載の照明装
置。
【請求項７】
　前記発光素子は、青色発光素子と前記青色発光素子を覆って前記赤色蛍光体を有するモ
ールディング部とを含み、
　前記複数の板は、第１ないし第４板を含み、
　前記第１板は、前記黄色蛍光体を有し、
　前記第２板は、前記緑色蛍光体を有し、
　前記第３板は、前記黄色蛍光体と前記緑色蛍光体を有し、
　前記第４板は、前記黄色蛍光体と前記緑色蛍光体を有し、
　前記第３板に含まれた前記黄色蛍光体と前記緑色蛍光体の含量比は、前記第４板に含ま
れた前記黄色蛍光体と前記緑色蛍光体の含量比と互いに異なる、請求項３に記載の照明装
置。
【請求項８】
　前記発光素子が配置され、前記発光素子からの熱を放熱して、結合溝を有する本体部と
、
　前記光励起部が配置され、前記本体部の結合溝と結合する結合部を有して、前記本体部
の結合溝に沿って回転するカバー部と、
を含む、請求項１ないし７のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記発光素子を取り囲み、前記本体部と前記光励起部との間に配置された反射部をさら
に含む、請求項８に記載の照明装置。
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【請求項１０】
　前記反射部の上端部は、前記複数の板のいずれか一つの板と対応するように配置された
、請求項９に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記本体部は、前記発光素子が配置されるリセスを有し、
　前記リセスの側面は反射面である、請求項８に記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記発光素子は、前記本体部の中心軸と平行な第１軸上に配置され、
　前記複数の板は、前記中心軸を中心として放射状に配置され、
　前記カバー部は、前記中心軸を基準として回転する、請求項８ないし１１のいずれか１
項に記載の照明装置。
【請求項１３】
　前記本体は、円筒形状であり、
　前記結合溝は、前記カバー部と結合する前記本体の上部に配置され、
　前記結合溝は、スクリュー溝であり、
　前記結合溝に沿って前記カバー部が前記本体部に回転結合可能であり、前記カバー部が
回転移動すると共に前記光励起部も回転移動する、請求項８ないし１２のいずれか１項に
記載の照明装置。
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